
令和 2年度第 1回総合教育会議 議事録 

 

１ 開催日時 

令和 2年 5月 27日（水） 13:30～15:00 

 

２ 出席者 

(１)構成員   市 長   園田 裕史 

教 育 長   遠藤 雅己 

教育委員   渡邊 敬 

教育委員   佐古 順子 

教育委員   嶋崎 真英 

教育委員   中嶋 剛 

教育委員   前田 愛 

 

  

(２)説明者   教 育 政 策 監   西村 一孔 

                教 育 次 長   吉村 武史 

               こども未来部長   山中 さと子 

        教 育 総 務 課 長   三岳 和裕 

        学 校 教 育 課 長   橋口 智秀 

               

 

(３)事務局    企 画 政 策 部 長   渡邉 真一郎 

        企 画 政 策 課 長   石山 光昭 

 

３ 協議 

 （１）新型コロナウイルス感染症に伴う今後の対応について 

 （２）GIGAスクール構想について 

 

４ その他 
 

５ 閉会 

 

 

[資料] 

１ 新型コロナウイルス感染症対策に伴う学校行事等の変更予定 

２ 令和 2年度大村市立小・中学校 年間行事予定 

３ GIGAスクール構想 



1 

企画政策部長 渡邉 真一郎 

 定刻となりましたので、ただ今から令和 2年度

第 1回総合教育会議を開催いたします。本日、司

会を務めます大村市企画政策部の渡邉でございま

す。本年 4月の異動により企画政策部長を務めさ

せていただいております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それから KTN様から撮影のご依頼があっており

ますので、許可することで宜しいでしょうか。 

 それでは、会議に入ります前に、お手元の資料

のご確認をお願いいたします。配布しております

資料は、会次第と資料 1「新型コロナウイルス感

染症対策に伴う学校行事等の変更予定」、資料 2

「令和 2年度大村市立小・中学校年間行事予定」、

資料 3「GIGAスクール構想」になります。それと

本日配布をしておりますのが、「大村市 GIGAスク

ール構想」、以上 4種類でございます。資料の不足

等はございませんでしょうか。 

それでは、会次第に沿って進めてまいりたいと

思います。開会に当たりまして、大村市長園田裕

史がご挨拶を申し上げます。 

大村市長 園田 裕史 

 皆さんこんにちは。本日は令和 2年度第 1回総

合教育会議に大変お忙しい中お集まりいただきま

して誠にありがとうございます。また、私市長に

就任しましてから、この総合教育会議というもの

が全国的に始まっているのですが、ありがたいこ

とに大村市の総合教育会議は、他の市町の総合教

育会議の状況は知りませんけれども、毎回傍聴の

方がたくさんお越しいただいて、報道機関の方も

取材にきていただいております。本当に大村市の

教育に関してこういった形で関心を持っていただ

いていることに心から感謝を申し上げます。また、

教育委員の皆さんにおかれましては、特にこのコ

ロナ渦の中で、3月の臨時休校、4月の臨時休校に

対しまして遠藤教育長を先頭に臨時の教育委員会

等を開催していただいて、迅速な意思決定と、迅

速な対応ということにご理解とご協力をいただき

まして、心から感謝を申し上げます。本当にあり

がとうございます。繰返しになりますが、お陰様

で 3月の時は学童施設を朝から利用するというこ

とで、何とか子供たちの保育や、家庭保育、家庭

で保育をしてくださいというご協力もいただいて、

3月の臨時休校をしのぐことができました。また、

4 月の緊急事態宣言の後は、今度は学校現場で保

育をするということで、初めての取組だったんで

すが、ここについても現場の先生方が迅速に対応

いただいたということで、この緊急事態宣言の臨

時休校を乗り越えることができました。併せて遠

藤教育長をはじめ教育委員会の皆さん、また新し

く 4月から着任いただいた西村政策監を中心に、

現場と教育委員会の連携のもと、対応できました

ことを心から感謝申し上げます。ありがとうござ

います。その中で全国、特に都市圏では 9月入学

の件が協議されていたり、オンライン授業、オン

ライン教育といった協議もなされています。その

中にあって、大村市としてはまずもって以前から

教育委員会の皆さんのご理解のもと、学校から配

布されるプリント、課題に加えて eライブラリー

という、オンラインではないのですが、インター

ネットの環境を使った eライブラリーコンテンツ、

いわゆるネットの教育コンテンツというものをし

っかりと整備していたこと、これが本当に大きか

ったと思います。併せて遠藤教育長から 4月の臨

時休校の際に、ケーブルテレビさんと連携をした

テレビを通したテレビ学習授業、こういったこと

にも ALTの先生方が協力していただいて、実際に

顔なじみの先生方がテレビ画面に映るということ

で、より教育意欲を高めるといった、県内では他

の市町では多分なかったと思いますが、こういっ

たことを充実させながら取組んできています。ケ

ーブルテレビさんでこの放送が継続されています。

こういったことをやってきたことが非常に大きか

ったかなと思っております。併せて今年度から新

しい 3学期制度に変更になったということで、特

に不足する学習時間の確保という意味において、
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早々に7月31日まで授業をやるという形で夏休み

を活用した授業、それと新しい 3学期の中で取組

まれていた、当初から夏休みの期間を他の市町よ

りも 4 日間夏休みが少なく、4 日間前倒しして授

業を再開するということが決定していましたので、

ここでも授業数の確保ができるように大村市は対

応ができています。こういった一連のことがしっ

かり前もって結果的に対応に繋がっていることに

も、本当に教育委員会の協議の中での決定にわれ

われ大村市としても感謝申し上げたいと思ってお

ります。今後については、後で詳細の説明がある

と思いますが、いろいろな形の中で行事が変更に

なったりすることもあろうかと思います。一番は

子ども達の学びの機会をしっかりと確保するとい

うことと、学習の新ルールをしっかりとあげてい

くということ、これに結果として授業数が減って

いる訳ですから、しっかりと対応していくことを

今後大村市としても進めていかなければならない

と考えております。加えて文部科学省が提唱して

いる GIGAスクール、ここについてもオンライン授

業、オンライン教育、こういった環境整備を整え

ていくことを前倒しして本日説明をさせていただ

きますが、来たる 6月議会にこの議案の上程をし

て、議会の中でもご議論いただきたいと思います。

私としては特にこれまでもそうですが、学校現場

からの課題、教育、紙、プリント、こういったこ

との学力向上、また習熟度、こういったことに対

する取組を進められてきました。インターネット

を使ってもここ 4、5年やってきています。ここに

加えてオンライン授業、オンライン教育を活用す

る訳ですから、どういった活用の仕方が子供たち

にとって適切なのか、せっかくこうやって多額の

資金を投じて環境整備する訳ですから、手元にタ

ブレットが行き渡った時には、しっかりとその教

育のシステムと教育の内容を提供できるように準

備をしていきたいと思いますので、併せてそうい

ったこともご議論いただければと思います。ここ

から先は私の持論なのですが、特に幅広い年齢層

と、幅広いお立場の中で教育委員の皆さんは構成

されていますから、タブレットがあれば学力が上

がるとか、タブレットを活用すればやる気が上が

るとか、こういったことだけではないと思ってい

ます。タブレットが無くてもそういったことを整

備していかなければならないと思っていますし、

タブレットがあることによって興味関心が高まり、

学びの深さというか習熟度が上がるということが

あろうかと思います。単にタブレットさえあれば

良いんだとか、GIGAスクール構想で進めているよ

うな内容で意図しているところ、目的としている

ところを事前に協議をしてしっかり子供たちに、

また学校の先生方にそのことが伝わるようにしな

ければ全く意味がないと思っていますので、この

GIGAスクール構想が始まって、正直数年前に取組

まれていたパソコン教室、パソコンを小中学校に

配備しているんですが、これにも多額の税金を投

じてパソコンを配備している。ところが今確認す

るとなかなかそのパソコンは活用されていないと

いう状況であると。5年後にこの GIGAスクール構

想が全国に定着した時に、なかなか定着していな

いではないかと、そうならないように絶対にしな

ければならないと思っています。そのことをしっ

かりこの中でご議論していただいて、われわれ行

政として教育行政が前に進むようにサポートさせ

ていただきたいと思いますのでどうぞよろしくお

願いいたします。 

企画政策部長 渡邉 真一郎 

 それでは次第 3、協議に移ります。ここからの

進行は大村市総合教育会議運営要領第 3条の規定

によりまして市長が行います。園田市長、よろし

くお願いいたします。 

大村市長 園田 裕史 

 それでは、まずお手元の式次第の資料にもござ

いますが、協議事項の（1）新型コロナウイルス感

染症に伴う今後の対応について、でございます。

こちらにつきまして事務局から説明をお願いいた

します。 
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学校教育課長 橋口 智秀 

 お手元に B4横長の令和 2 年度の大村市立小・中

学校年間行事予定という資料、それから今後の学

校行事等の予定という二つの資料をご覧いただき

たいと思います。新型コロナウイルス感染症対策

につきましては、これまでの臨時休業等を含め対

応してきたところでございます。先般 5月 22日に

は文科省からは「学校における新型コロナウイル

ス感染症における衛生管理マニュアル」というも

のが示されています。それをもとに今後、学校に

おけるスムーズな再開ができますように細心の注

意を払いながら取組んで参る所存でございます。

その中で今後大きく変わるものとして、各種行事

がございますので、ひとつの協議題としてお示し

をさせていただきたいと思っております。1 年間

のカレンダーと見比べながらご覧いただきたいと

思います。まず、4月 12日に三鈴運動会とござい

ますが、本年度はすでに中止となっております。4

月 16日木曜日の全国学力・学習状況調査及び県学

力調査が予定されておりましたが、これはいずれ

も中止または延期となっております。県学力調査

に関しましては 7月に実施予定と書いてあります

が、これについては、はっきりとした通知はまだ

来ておりません。あくまでも予定ということでご

認識いただければと思います。それから 5 月 24

日春の運動会、これもお示ししております小学校

が予定をしておりましたが、いずれの小学校も秋

の10月4日の日曜日に運動会を予定しております。

それに伴いまして市内全ての小学校が同日に運動

会を行うということになります。中学校の運動会

につきましては9月27日の日曜日に実施の予定で

す。次に 5月 30、31日に大村市中学校総合体育大

会を予定しておりました。先般ニュースでもあり

ましたように、県の中総体が中止になったという

ことがありまして、大村市独自でこういう大会が

出来ないかということで現在検討を進めていると

ころでございます。一応未確定ということで、6

月 27、28日で入れておりますが、両日だけではな

くて、この日の開催も含めて 3密を避ける、熱中

症対策等々を含めたかたちで一番望ましい運営が

出来ないかということで検討を進めているところ

でございます。次に 6月の末から 7月の初めに「長

崎っ子の心を見つめる教育週間」というのがござ

いました。これは本年度から土曜日授業を 1日組

込むという計画でおりましたが、県の方から「長

崎っ子心の教育週間」については、10 月から 11

月の方に移動をさせて下さいという通知がきまし

たので、それに従って各学校計画を練り直してい

るところです。今年度から実施の土曜日授業につ

きましては、見送るということで進めております。

7 月 20 日に 1 学期の終業式を行う予定でしたが、

先ほど市長の方からありましたように、7月末の 7

日間を授業日として設定いたしましたので 7月 31

日金曜日を 1学期の終業式として実施をする予定

で進めております。それから 7月 25、26日の県中

総体につきましては中止となりました。8 月につ

きましても、九州中学校総合体育大会、吹奏楽コ

ンクール県大会、全国中学校総合体育大会、吹奏

楽コンクール九州大会、マーチングの大会もござ

いますけれども、いずれも中止ということで連絡

が入っております。11月になりますけれども、大

村市内の小学校音楽祭、中学校音楽会を開催する

予定でしたが、どうしても音楽の授業を確保しな

がらの練習になりますので、ここも授業時数の確

保、練習時間の確保を考慮したうえで、また合唱

ということになりますと新型コロナウイルス感染

症対策の中で大声を出しての発声は望ましくない

ということで、現時点で中止と学校に方向性を示

しているところでございます。それと特別支援学

級のチャレンジド運動会というものも同じ理由で

感染予防のために今年度は中止ということで進め

ています。欄外に書いておりますが、健康診断、

歯科検診、心臓検診などは年度の初めの 6月まで

には実施をするようにとなっていましたが、これ

も医師会、歯科医師会と相談させていただきまし

て、10月以降に実施ということで今のところ調整
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をしています。6月下旬の中学校の期末テストも 7

月末まで授業日を設けるということになりました

ので、1 学期の期末テスト、これも延期を含めて

現在、各学校調整を図っているところでございま

す。以上で説明を終わります。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございました。それでは今までの点

を教育委員の皆様からご意見、ご質問等ございま

せんでしょうか。何でも結構です。中嶋委員どう

ぞ。 

教育委員 中嶋 剛 

 市の中体連については、6 月 27、28日で開かれ

るかもわからないということですね、まだ確定は

していないということで、どちらが強いですか。 

教育政策監 西村 一孔 

 やる方向が強いということで聞いております。 

教育委員 中嶋 剛 

 分かりました。いわゆる体育関係については、

中体連である程度は、今の 3年生も良かったなと

なるわけですけれども、一方、吹奏楽部について

は、部活動を一生懸命やっていますので、この子

達の発表する機会というのはどういうふうにして

保証するのかなと。確かに 3密の中のひとつです

から、非常に難しいと思うのですが、この点で何

か知恵が絞れないかどうかということです。 

教育政策監 西村 一孔 

 確かに今委員がおっしゃったように、吹奏楽コ

ンクール全ての大会が中止になっています。吹奏

楽部の子達は本当に一生懸命練習しているわけで、

何とか 3年生の活躍の場を持たせたいという気持

ちはあるのですが、その中で大村市内に吹奏楽部

があるのは 5校なのですが、毎年 3年生の卒業前

に定期演奏会というのを、さくらホールを使って

開催しております。ですから吹奏楽部の子達にと

ってはそこで 3年生の活躍の場を見いだせればな

と思っているところです。当然、例年通り会場い

っぱいにお客さんを入れるということはなかなか

難しいと思いますが、状況等をみながら、入場制

限をしながら出来れば開催をしていきたいと考え

ております。 

教育委員 中嶋 剛 

 分かりました。年度末に行われる定期演奏会を

それに変えたいということですね。その点でもう

ひとつ、結局、顧問さん達の意見といいますか、

そういうものはどういう風にして聞かれたのでし

ょうか。 

教育政策監 西村 一孔 

 顧問の先生方に直接は意見を聞いていないんで

すが、恐らくコンクールが中止になるというのは、

予測されたんではないかなと思います。今、定期

演奏会をどうするかは、恐らく顧問の先生方も悩

まれているんじゃないかなと思うんですが意見を

聞きながら出来れば 3密を防ぐという形で実施し

ていただくような働きかけをしていきたいなと思

います。 

大村市長 園田 裕史 

 その件につきましては、早い段階で教育委員会

の中でも協議をされていたと思いますし、私から

も市からとしても要望をして、遠藤教育長も体育

会系なので、是非実現して欲しいということで、

まず中総体については話をしてもらっています。

決定された時に決定されると思うのですが、中学

校の校長先生達の話はされていると思うのですが、

先ほど課長から渡された日程なのですが、3 密を

回避するような日程の調整ができれば発表される

のかなということで私も楽しみにしているのです

が、そういったスポーツ、運動の発表の場は中学

3 年生にとって最後の大会が出来るようにという

ことなので、少しはありがたいことにシーハット

がありますから屋内競技もしっかり素晴らしい環

境で大会が出来るんじゃないかなと思っておりま

すので日程が固まり次第ご報告させていただきた

いと思います。我々からも是非そういった要望を

言っていますので宜しくお願いいたします。それ

と吹奏楽部についても、これだけ熱心に取組んで

いただいて実績をあげていますから、可哀そうで、
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可哀そうで残念だなと思っていて、これについて

も事前に話をしてくださいと私からもお願いをし

ていました。定期演奏会というのが集大成でとい

うこともあるのですが、今まで聞くところによる

と、西大村中学校とか桜ヶ原中学校とか大村中学

校とか、九州大会、全国大会にいっていた学校が、

最初の大会は中地区であるみたいなんですね、大

村であるわけではなくて中地区であって、県大会、

九州大会となるようなんですが、中地区での開催

がなかなか難しいでしょうから、大村でもなかな

か難しいねということがあったので、そこは集大

成の発表がということで、あとは役所として私が

言っているのが、例えばコロナが落ち着いていて

グルメのイベントとか、ボートのイベントとか何

かのイベントが開催出来る状況になれば、市とし

てイベントが開催できる時には是非積極的に市内

の吹奏楽部の子ども達に出てもらおうではないか

と、そういう発表の場があれば良いなと思ってい

ますので、そこら辺はこちらとして企画できるこ

とかなと思いますので、そういった機会をたくさ

ん作っていければ良いなと思っています。 

教育委員 嶋崎 真英 

 今日の日経新聞に、スポーツの地方大会につい

ての指針をスポーツ庁が出される旨の記事が掲載

されていました。これは、高校生が対象のようで

すが、自治体の小中学生に関しても恐らくその方

針に沿ったものになると考えますので、是非、文

化活動も含めて積極的に取り組んでいただきたい

と思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。教育委員会の紹介では

ないのですが、昨日ちょうど嶋崎委員が言われま

したとおり、長崎県として高総体の代替の大会、

それと他の競技種目についても高総体の代替の大

会をということで新聞に出ていましたけれども、

これも大村市にも体育協会というのがあって体育

協会の中で高校生についてもいろいろな形で開催

が出来ないかと言うことで事前に話をされていた

ようで、ここについては県立高校がまず市内に 3

つ、私学が向陽さんが 1つあるので、その競技団

体の内容によっては、市で行うもの、競技によっ

ては中地区で行うもの、こういった形で高校生の

大会についても考えてあるようなので、是非スポ

ーツ庁から支援をいただいて、これは県とか体育

協会と連携をしながらと思うのですが、大村市と

しても全力で場所とか応援をしていきたいと思っ

ていますので、宜しく願いします。他に皆さんあ

りませんでしょうか。 

教育委員 前田 愛 

 小学校、中学校の修学旅行と、小学 5年生でい

えば毎年宿泊学習があるのですが、その辺はどの

ようにお考えになっていますでしょうか。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 修学旅行、宿泊学習につきましては、今のとこ

ろどの学校も 10 月、11 月ぐらいに組んでおりま

すのでその線で調整をしているところです。ただ

し今後の状況によっては延期になったり、中止に

なったりすることはあろうかと思います。ひとつ

注目として旅行会社の方にいつまでであったらキ

ャンセルが出来るのか尋ねたところ、ほとんどの

業者から 1か月前から 1か月半前に連絡してもら

えればという話も伺っております。ここはまだ不

確かな状況があると思うのですが、その方向で調

整を進めています。以上でございます。 

大村市長 園田 裕史 

 宿泊訓練もですよね。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 はい、宿泊訓練もでございます。 

大村市長 園田 裕史 

 他に皆さんないでしょうか。新型コロナウイル

スに伴う学校の行事等々について。 

教育委員 嶋崎 真英 

 修学旅行について、大体予定はいつなんですか。

計画時期は。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 10月中旬から下旬にかけてです。 
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教育委員 嶋崎 真英 

 いまおっしゃった時期に県域を出る修学旅行を

行うのは、非常に厳しい可能性もあるかと思いま

す。例えば、県内のいろいろな文化施設を活用し

て長崎の文化や観光施設を再認識する、スクール

プログラム等も意義あることかと思います。長崎

県も県内宿泊に対する補助金を出していただける

という話もありますので、宿泊を伴った総合学習

や社会科見学等も検討に値するかと思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。たまたま次男が中学 2

年生で修学旅行に行くんですが、息子たちは壱岐

市に体験の修学旅行の予定だったのですが、多分

大村市においても学び、体験的な修学旅行に数年

前から変わっていまして、ちょっとそこら辺を教

えていただければ。 

教育政策監 西村 一孔 

 私も昨年まで西大村中学校に勤務しておりまし

たけれども、昨年度の修学旅行は、今市長がおっ

しゃったように壱岐に行って参りました。長崎県

は島が多いんですが、大村の子ども達の中でも五

島に行ったことがないとか、島に行ったことがな

いとかが非常に多くて、初めてのことではあった

のですが魚釣り体験ですとかイカの一夜干し作り

とか、そういったものを体験したんですが、本当

に生徒は喜んで盛り上がって楽しんでくれました。

そういった体験型の修学旅行とかは増えていくん

ではないかと、単なる観光地を巡るだけの修学旅

行ではなくて、現地に行って職場体験みたいなも

のをさせてもらうとか、例えば福岡辺りにいかな

いと大村では体験できないような仕事について体

験させてもらうとか、そういったプログラムを各

学校で工夫されているんではないかと思っていま

す。 

大村市長 園田 裕史 

 是非、出島も活用いただければと私も思ってい

ます。大村だからこそ長崎港の開港とか、ちょう

ど今年が 450年ですし、あえて言いますと長崎港

を開港したのは大村藩ですから、是非そういった

ところを子ども達の知る機会になるのかなと思っ

ておりますので宜しくお願いします。 

教育委員 中嶋 剛 

 もうひとつ良いでしょうか。10 月 13 日に予定

されている小学校の体育祭、これについてはまだ

未定ですか。あるいは確実にやるということでし

ょうか。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 今のところ実施する予定で進んではおります。

今後の状況によっては、中止になろうかと思いま

す。 

大村市長 園田 裕史 

 他に皆さんからありませんでしょうか。学校は

再開になっているんですけれども、特に 3月 4月

の休校期間中に保護者や子ども達とか地域の方々

から、こがんことは大丈夫とやろうかとか、聞か

れたいことがあればまた教えていただいたり、あ

るいは学校再開になっていますし、7 月の夏休み

を使ってということになりますし、そこら辺がま

たあったりしたら情報をいただければと思ってい

ます。当然、教育委員会にも役所にも休校期間中

にちょっとストレスが溜まって精神的にきつくな

った子供とか、親御さんもそうかもしれませんけ

れども、そういったことがあったかと思いますけ

れども、その他いろいろな情報をまた教えていた

だいて、フォローしていければと思っていますの

で宜しくお願いします。他に宜しいでしょうかね。 

教育長 遠藤 雅己 

 大村の教育委員会の方では、早くに取組をして

おります。特に学期は 30日に、これは教育委員会

独自で決めたものではなくて、本当はこの後の定

例教育委員会での先決事項でお諮りするのですが、

校長会からも早く授業日数を決めたいということ

で来ましたので、現場の先生のご意見を充分汲み

入れ、市長と相談して 31日まで行うこと、そして

保護者の方が困らないように延長期間についても

給食を実施して子供たちを午後も学校の方で預か
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らせていただくということであります。2 回の休

業期間がありましたので何かとご不自由を保護者

の皆様にもお掛けしていると思いますので、そう

いう面でも長く学期を延長していきたいと思って

います。もうひとつ特徴的なのは、今年はプール

の水を入れません。各小学校、中学校のプール方

では今年は更衣から水泳に入るまでの一連の関連

がコロナ感染上、どのような状況になるか解りま

せんので、プールを使用した授業を今回は止めて

おこうと思います。 

もうひとつお礼を申し上げておかなければなら

なかったのですが、学校給食が本年度から公会計

化になっておりますので、市長部局のご支援の元、

これが全部各家庭からの学校を経由せずに、それ

ぞれに給食センターの方に振込むようになされて

いますので、我々教育委員会、特に教職員の手を

煩わせずにそれが出来るようになったというのは、

働き方改革上大きな前進でございますので、市の

方には本当に感謝したいと思っております。以上

です。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。あと、この議題(1)につ

きましては皆様からありませんでしょうか。 

 それでは続きまして報告事項(2)GIGA スクール

構想についてでございます。これにつきましては

資料がたくさんありますけれども、まず事務局か

ら説明をお願いいたします。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 いずれもカラー刷りの資料をご用意させていた

だいております。一部は縦長のもの、一部は横長

です。縦長の方につきましては、国から示されて

おります GIGA スクール構想に係る主なところを

抜粋して掲載をしております。横長の方は大村市

の GIGA スクールで実際どういうふうになるのか

というもので示しています。 

 まず、縦長の方から説明いたします。一番上の

方からですが、2018年から 2022年度の間で「ICT

化に向けた環境整備 5か年計画」ということが国

から示されています。これは 3クラスに 1クラス

分のコンピューターを整備していきましょうとい

うことで、地方財政措置によって全体の 3 分の 1

を整備していきましょうと示されたものです。そ

の下に GIGA スクール構想というのが昨年度末に

示されておりまして、新型コロナウイルス感染症

の関係で前倒しで整備をしていくということで、

当初は 3年間かけて整備をしていく予定でしたが、

1 年足らずで整備していきましょうということに

なります。その GIGAスクール構想の中身は大きく

分けて二つあります。一つは(1)校内通信ネットワ

ークの整備、二つ目が(2)児童生徒 1人 1台端末の

整備ということです。(1)の方は校内 LAN、Wi-Fi

環境を整えるというものです。(2)の方が児童生徒

に 1人 1台のタブレット端末を整備しますという

ことになります。ここにつきましては、国庫補助

で 3分の 2を国の方で整備負担をしますというよ

うな流れになっています。 

 次のページに参ります。次のページでは端末を

整備するようになってどういうふうに教育が変わ

っていくのかというものをイメージとして示され

たものが上のものになります。学びの進化、学び

の転換を示していますけれども、これについては

後ほど少し触れたいと思います。下の方にござい

ますがGIGAスクールによって新しくICT環境を整

備するとこれまでと一番違うのがやはり高速・大

容量の通信が可能になってくるということになり

ます。クラウドを活用して集中管理によって管理

も楽になりますし、災害等にも強いデータ管理が

可能になるといったところからこれまでの従来の

学校のパソコン整備とは大きく異なって参ります。 

 次のページになります。今回、児童生徒用のタ

ブレット端末ですが、大きく分けて 3種類基本的

には用意されています。モデル例 1、Windows OS

端末、モデル例 2、Chrome OS、モデル例 3、iPad OS、

というように OS の種類によって分けられており

ますが、長崎県の場合は共同調達ということで県

内の市町がそれぞれ、どの OSが良いのか意見を出
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し合いました結果、モデル例 2の Chrome OSの端

末を県内共同調達ということで県内整備を進めら

れているところでございます。従いまして大村市

の子ども達は、Chrome OS 端末、グーグルという

名称を聞かれたことがあると思いますが、グーグ

ル系の端末になっております。 

 次が GIGA スクール構想の加速による学びの保

障、これが 3年計画が前倒しで加速的に整備をし

ていきますということが示されたものでございま

す。 

次のページになります。整備の一環としてこの

新型コロナウイルス感染症でもありましたように、

在宅で学校の授業を受けられる遠隔授業の実現を

目指すというものも盛込まれています。各家庭で

Wi-Fiの環境が「ある」「ない」とがございますの

で、Wi-Fi 環境のない家庭につきましては Wi-Fi

ルータをお貸しして、また通信料も市の方が負担

しながら子供達の学習環境を保障していく、そう

いう制度でございます。その下の方は 1年間で実

施するスケジュールをカレンダー上に示したもの

です。 

次のページでは実際に GIGA スクール構想の結

果どういう授業が展開されるのかというのが示さ

れたのが次のページと裏側のページなります。こ

こについてはもう一枚の資料の方でご説明いたし

ます。では次に横長の方をご覧ください。 

 大村市 GIGAスクール構想ですが、キーワードと

しましては、「21 世紀型能力の育成」「アクティ

ブ・ラーニング」「学びの STEAM化」「学びの個別

最適化」こういったことになろうかと思います。

児童生徒が個別の学びを深める場面や互いに学び

合ったり教え合ったりする協働学習の場面で、大

型提示装置（デジタル TV）やタブレット端末とい

った ICT機器を活用することで、自律的かつ協調

的に学習する態度を養い、21 世紀型能力の育成を

図る、ということを目標にしています。タブレッ

ト端末につきましては、小学校 1年生から中学校

3 年生まで全児童・生徒にひとりに一台配備する

ということになっております。運用開始（予定）

としていますが、今後の手続き、実際のタブレッ

ト PC が予定通り入ってくるということを想定し

て令和 3年 1月には運用開始が可能になるのでは

ないかと思っています。実際の授業場面ですが、

大きく分けて三つに分けています。下に写真付き

で掲示しておりますが、一斉授業の場面、個別学

習の場面、オンライン学習（遠隔授業）の場面で

す。一斉授業につきましては、これまで同様、教

師の方が子供たちに大きく拡大掲示をして分かり

やすく説明をする、あるいは子供たちがそれぞれ

タブレットで書いた意見等を集約してそれを一つ

の大きなモニターに分割掲示してお互いの意思考

えを共有すると、それによってさらに思考の深み

合いを図っていくことになります。一斉授業と個

別学習の中間に当たるのが、班別活動になるかと

思います。パソコンを利用しながら教え合い、学

び合いを図っていく、あるいは調べ学習で自分が

調べたものを班の中で発表し合う、そういうアク

ティブ・ラーニング、あるいは主体的・対話的で

深い学びに通じるような学習がここで展開されて

いくこととなります。個別学習につきましては、

調べ学習、探求学習、ドリル学習というのが中心

になっておりますが、最近は AI型ドリルというも

のがありまして、個人の理解力に応じてコンピュ

ーターの方が判断をして、その子に最適な問題は

これですよといったようにコンピューターの方が

その子にあった問題を提供してくれる。それで各

個人の理解をさらに進めていく AI 型ドリルとい

うものが今後、展開されるんじゃないかと思いま

す。それから、オンライン学習（遠隔授業）につ

きましては、今回のような臨時休業の場合に非常

に活躍するものになるだろうと思います。学習だ

けに限らず、日頃の健康観察、毎朝の定期的な通

信によってリズムが整った生活環境にも一役担う

ことができるのかなと思っています。持ち帰って

自宅でタブレットを使用する場合には、これまで

と同様の家庭学習における習得支援の活用もでき
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ます。先ほど市長からご紹介のありました eライ

ブラリーの教材デ－タをすでに大村市は準備して

おります。それを今まで以上に活用がなされるの

ではないかと思っております。それから病気等で

自宅療養をしなければならない時にも、学校との

こういう遠隔授業が行われる、あるいは不登校対

策、現在どうしても学校に足を運ぶことが出来な

い児童、生徒がおりますので、その子達とタブレ

ットを通して繋がったり、あるいは学習を支援し

たりと言う風に考えているところです。 

 もう一枚の方は、本市が準備した資料ではござ

いません。他の市町がこういう風な環境になりま

すとあったものです。他の市町の状況ではござい

ますが、ほぼこれと同じような状況で大村市の場

合も整備をされるということでございます。左上

にありますのが、無線 LANアクセスポイント、大

型テレビ装置がございます。これはすでにござい

ます。左下にありますタブレット、パソコンを保

管するところ、そして右側上になります、これは

ソフト的なものになりますが授業支援システム、

子ども達に課題を配布したり、あるいは子ども達

の解いた問題を集約したりそういう授業支援のシ

ステムになります。それと、児童生徒 1人 1台の

情報端末システム、こういう形で整備が進められ

ていくということになります。以上でございます。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございました。GIGAスクール構想と

いうのは耳にはされたことがあると思いますが、

このコロナ禍の中で萩生田文部科学大臣が GIGA

スクール構想を前倒ししてやるという発言だった

り、吉村大阪府知事が完全にオンライン事業を前

倒しでやるとかいうこともあって、全国ニュース

で取り上げられています。 

当然、教育長、教育委員会、また、学校の先生方

の中でこの構想について協議されている中で、こ

のたび導入、6 月議会の中で議員の皆様方にご意

見をいただいていきながらという形にはなります

が、私自身の考えを述べさせていただける、私自

身は GIGAスクール構想に反対ではないんですが、

いろんな考え方があります。そもそも、ちょっと

脱線するかもしれませんが、私自身も塾に行かな

かったですし、二人子どもがいますけど受験に合

格するために塾にやらなかったんです。要は塾に

行かないと成績が上がらないとか塾に行けば成績

が上がるとかという考え方が嫌だからです。塾が

悪いとか言ってるわけではないんです。その前に

自分がやるべきことをちゃんとやってそれ以上に

習得したいということであれば塾に行くとか、こ

の目標に行きたいからそこに到達するためにやり

たいということであれば諸手を挙げて塾にもやり

たいと思いますけど、それが基本にあって、GIGA

スクールも同じように考えると、よく言う何か勉

強に身が入らないからタブレットを買ってくれな

いかと、タブレットを買ってくれたら興味が湧く

から勉強するようになると思うからタブレットを

買ってくれとか。そういう話が各ご家庭でもある

かもしれません。今回のこの GIGAスクールでタブ

レットがあるがために興味が湧くことはいいこと

なんですが、それがないとできないということは

全然違うと思っていて、そこを子どもたちがちゃ

んと理解して学校の先生方がそのことを教えてい

ただいきたいことが第一点です。だから、逆に言

うと、この休業休校期間中にいろんな保護者の方

とか市民の方のお声があって、大村市は吉村知事

が言っているようなオンライン事業とか学校と連

携してしないんですかとか。今もですね学校の先

生から課題のプリントがあって、インターネット

で eライブラリーというコンテンツがあってケー

ブルテレビでも流しているんですと。まず、これ

でも物足りないということであればというか、そ

れも全部やってしまって、よりということであれ

ばいいけど、じゃ果たしてあの休校期間中にどれ

だけきっちり子どもたちがやってできていてそれ

でも物足りないから eライブラリーをどれだけの

子どもが使ったか、ケーブルテレビをどれだけみ

たか親御さんたちが見ようよっていってくださっ
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たか。3 月 4 月は徹底的に確認をしようと思って

います。単にタブレットがあった、オンライン事

業があったらよかったということではなくて、今

も使えるコンテンツは今もあるんだから。みんな

それを使いましたかっていうことは確認をしない

といけないと思います。今あるもので出来る訳で

すから、その部分についてもオンライン、タブレ

ットを入れる訳ですから改めて子供たちにも教育

現場にもそのことはお伝えしていって欲しいなと

いう気持ちです。とは言いながら、今の子ども達

が大人になって就職している時には、4 割 5 割と

今ある仕事がなくなってしまうと言われていて、

そこでタブレットを使えないと、インターネット、

コンピューターに詳しくないと仕事にならない、

仕事に出来ないと、つまり食べていけないという

ことになっていくと、だからそのことについて知

識を持って親しんでいくということが一方で大事

だと思っていますので、そのきっかけにして欲し

いと思います。特にこの横書きの中で言うと、個

別学習、オンライン学習がもちろんあっていいの

ですが、とにかく特に期待するのが、一斉授業で

すね。皆でタブレットを一台づつ持って、クイズ

形式でピンコンピンコンとやっていくのもいいけ

れど、一台のタブレットをグループで使って、皆

で作り上げていく授業、こういった競争のような

皆で作り上げるというような、協力して作るとか、

こういった事を GIGA スクールの中でやれていけ

ると素敵だなと、いう風に思っています。この中

にはプログラミングとかもあると思いますので、

是非そういったところに繋げていって欲しいと思

います。そうすると、大村市が目指す豊かな確か

な学びに繋がるのかなと思っています。幸いなこ

とに多分ですけれども県立高校で全国初、大村工

業高校が県内初の eスポーツ部というのを作って

いるみたいなんです。そういった工業高校も市内

にあるのですから、プログラミングであったり、

そういう新たな GIGA スクール構想だからこそ出

来る、競争的な取組を進めていって欲しいなと、

それと併せてこの縦書きの資料の中の 10 ページ

のところに文科省からの資料でびっくりしたので

すが、10ページの下のところにスマート農業×数

理、右の方に CASE/MaaS×数理とあるのですが、

この CASEというのは、車社会が変わる、要は電動

とかオートメーションとか、こういう車の在り方

が変わるよというものです。MaaSというのは公共

交通の在り方を抜本的に変えるという取組です。

これは今、どこの企業も将来的にやろうと思って

いて、あのトヨタですら車を作る会社からモビリ

ティカンパニーに変わるということを言ったり、

あの世界的なソニーが車を作ると言ったり、グー

グルが車を作ると言ったり、そういう世の中にな

っていっています。今、嶋崎社長もいらっしゃる

ので、長崎バスさんもこのモビリティ、バスの流

通をいろんなことに繋げていくということで、ニ

ュースでもよくでていますけれども「N＋カード」

というカードのシステムを使った流通体系に変え

られていっています。これが将来的に子供たちが

働くような世の中に繋がっていくことを考えると、

とてもとても導入に当たっては色々な幅を持たせ

た世の中の変化、世の中の考え方、これが子供た

ちに伝わる、伝えなければいけない時代になって

いて、そういうことで言うとちょうどコロナの時

にテレワークだ、キャッシュレスだ、非接触型だ、

それがまさに IT、IOT、テクノロジーを活用した

世の中に変わって、子ども達もそれにこの 2か月

間触れ合った、イメージしたのですから、ある意

味こういう機会は作り出せるものではないですか

ら、これを機会に皆がどれだけ不便になったか、

その不便さがタブレットを使ったり、IOT を使う

ことで解消されるよねということを分かりやすく

伝えていってもらいたいなと、これだけ一生懸命

に取組んでいただいている教育委員会の皆さんな

ので、これは全国一斉に一人一台が始まるんです。

だから全国一斉に始まるということは、全部同じ

環境が整って、よーいドンということですから、

濃淡と結果が自治体によって明暗が分かれるくら
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い大きなことだろうなと思っています。是非です

ね、5億、6億ぐらいかけて全部整備するというこ

とになってくると思いますので、これを是非皆さ

んの幅広い業界の中でこちらに来ていただいてい

ますので、色々とご意見をいただいて良いものに

していただきたいと思いますので宜しくお願いい

たします。皆さんからご意見、ご質問等ございま

せんでしょうか。 

教育委員 佐古 順子 

 小規模校の合同授業で遠隔授業をなさっている

と思います。ご説明をしていただきたく、お願い

します。学校訪問をした時に先生や生徒がとても

良いプレゼンを大型テレビでなさっていました。

算数や数学の図形を描かれたり、グラフや表など

の利用をされていました。今現在教室にある機器

類をお知らせいただきたいと思います。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 まず、小規模校同士を繋げた遠隔授業ですが、6、

7 年前の当時、黒木小と東大村小学校をテレビ会

議システムで繋ぎましてお互いに交流授業を行う

取組を行っておりました。これも文科省の研究指

定を受けながらということになるのですが、ここ

についての成果としましては、小規模校であると

いうことで切磋琢磨して互いの意見を交換し合っ

て他校と意見交換しあう授業ができたというとこ

ろがございます。現在はそのシステム自体が閉じ

てしまっていまして、小規模校同士の交流はあり

ません。また、この GIGAスクール構想が整備され

ることによって、ここが小規模校同士ではなく、

大規模校同士、また同じ中学校区内の小学校や中

学校同士でテレビ会議システムを通じて交流を深

めるといったことが実現されていくのかなと感じ

ているところでございます。現在、各教室に整備

されている機器というところでございますが、基

本的には大型の 50から 55インチのテレビが各教

室、特別教室を含めて整備をされております。持

ち運びできる教師用のパソコンも整備されて授業

で使われています。子供たちのパソコンというの

は、パソコン教室に 30台から 50台を整備されて

いる状況です。 

教育委員 渡邊 敬 

 タブレットを用いた授業や色々な学びは良いと

思うのですが、7 ページの学びの個別最適化とい

うところで、場所や時間の制約を受けないという

ことなのですが、その辺が例えば一斉に集まらな

くても家にいる子供も同じように受けられるのか、

時間的にも別の時間に同じ内容を学べるのか、そ

ういったところはどうなんでしょうか。全体に集

まってから学んだ方が良いところもあると思うん

ですが、個々での個別化、最適化をもう少し説明

いただければと思います。 

教育政策監 西村 一孔 

 この GIGAスクール構想とは、学習を個別にさせ

ようということではなくて、一人一人の能力を見

捨てないというか、言い方が間違っているかもし

れませんが、一人一人の力に応じて学習を成立さ

せていこうということで、それは学校で皆で集ま

って授業をする中で学校としては一斉授業が基本

ですが、どうしても一斉授業で個人個人の学力差

はついてきますので、その差をいかにして埋める

かというのが個別化という部分に入っていくんだ

ろうと、今回のコロナで臨時休校があったもので

すから、オンラインの授業が大変注目されました

けれども、オンラインの授業はオンラインの授業

でかなりメリット、デメリットがあるのではない

かなと思っています。一方的に教師がどんどん課

題をやっていって生徒がそれに答えるというよう

な、一斉授業はそばに寄り添って教えるのと、画

面上で顔を見ながらやるのでは、教師の負担がか

なり大きいだろうと思います。あくまでも GIGA

スクールで一人一台でやるというのは一斉授業の

中で先ほど大村市 GIGA スクール構想の中にあり

ましたけれども、班活動や個人のドリル、今まで

は一斉に同じドリルを皆でやっていたのですが、

そのドリル学習も一人一人の力に応じたドリルを

提供してやることができる、そういった良さがで
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てくると、そういう風に考えております。宜しか

ったでしょうか。 

教育委員 中嶋 剛 

 市長さんが真っ先におっしゃったことは、私は

大賛成です。今ある教育機器等をいかにして使っ

ているか、これがなかなか教育現場として本当に

それが機能しているのかどうかということが私も

疑問だと思います。もう一つ私は、GIGAスクール

自体のこういうパソコン類を全員に持たせるとい

うことは確かに必要ですが、それまでに各現場の

先生たちは、休校のために遅れた授業、内容をど

のようにして教えていくのか、これが汲々として

いると思います。それをいかにして効率よく子供

たちに教育をしていくのかということが真っ先に

問われる問題だと思います。この GIGAスクールは

各小学校に 1年から中学校 3年までタブレット端

末を与えると、およそ 9,000 名おりますので、こ

れを全部に与える。一斉授業、個別授業、オンラ

イン学習に使うんだと、では一体先生たちは、 

どのようにしてこれを使いこなせるのかという問

題が大きく浮かび上がってきます。文科省は、新

しい教育の情報化に関する手引書を作成すると、

今年度中にと言っていますけれども、今だ作成は

なされていませんね。まだ文科省から出ている手

引きもない、という前提でどうするのか、これに

はいわゆるこういうパソコン類をどう使うのかと

いう指導員が必ずいると思います。大村市として

はこの指導員等はどのように考えているのか。そ

してもう一つは、学校におけるパソコンはこれで

よいかもしれませんが、パソコンを家に持って帰

ります。その時 Wi-Fiやルーターは、各家庭全部

にあるわけではありません。この時に無いところ

は学校の方で対応すると、いわゆる市の方で対応

する。先ほどお話がありましたように、通信料も

市で払いますよ、こういうことが出ておりました

けれども、本当にそれが出来るのかどうかですね。

私は非常にスムーズにこれがいくのかなと、今ち

ょっと危惧している段階です。 

教育委員 嶋崎 真英 

GIGAスクール、いわゆる ICT教育によって、子

供たちの集中力が高まるという統計が出されてい

たのではないかと思います。また、先生たちの校

務も軽減されますので、ICT 教育の良い面はどん

どん推進していただきたいと思います。デジタル

化はソフト面とハード面様々な問題がありますが、

これからの５G の世界において、クラウドサービ

スを含めたインフラの整備は、地域防災の観点か

らも不可欠だと思います。また、先ほど Massとお

っしゃいましたが、教育においても「as aservice」

を念頭に取り組んで行くべき時代になったと思い

ます。世界の中で日本が取り残されてしまうこと

が無いよう、自治体のサービスとして子供のうち

から ICT教育に取り組むべきではないかと思いま

す。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。今の件でまず中嶋委員

からあった対応する学校の先生の状況、各家庭の

ルーター等の考え方について教育委員会からあり

ますでしょうか。 

学校教育課長 橋口 智秀 

 教職員の研修については、委員のご指摘のとお

り今後の大きな課題になると捉えています。教育

センターでの研修も今後計画されて実施されてい

くということを聞いておりますが、具体的にはま

だ目に見えないところでございます。各先生の有

効な活用の仕方の研修を重ねるものが必要になっ

ていくと考えております。併せてサポートにつき

ましては、現在大村市に ICT支援員 1名の雇用を

しておりますが、技術的なサポート、それから教

材作成、授業自体のサポートを含めてどういう人

員が必要なのかをあわせて研究をしていきたいと

考えております。Wi-Fi の環境については、前半

で説明しましたとおり、各家庭における調査をし

ているところです。Wi-Fi の環境がない家庭が、

実際にどのくらいの数が出てくるのかしっかり把

握をしたうえで予算化については今後検討してい
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きたいと考えております。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。先ほど嶋崎委員の方か

らもありましたが、公共のサービスとしてどう考

えるかということなのですが、行政サイドにコス

トが教育委員会の橋口課長からかなりプレッシャ

ーがかかってくると思うのですが、まず各家庭で

ラン環境があるか、Wi-Fi 環境があるかをそもそ

も調査をしないといけないですね。それと、家に

持って帰ってまでわざわざいわゆるオンライン、

教育は学校で出来る、でもオンライン授業を家に

持って帰ってまでする状況、コロナは別として、

その計画を教育委員会として学校教育現場で立て

られるかどうかがひとつだと思います。家に持っ

て帰ってまでもしないといけないのか、した方が

良いのかということであれば家でも使える状況で、

家に持って帰る訳なので、家でテトリスとかして

いたら駄目ですから、じゃどうするのかという話

で、仮に家に持って帰ってより効果的な学習の習

得に繋がるようになれば、まさしく先ほど嶋崎委

員がありましたけれども、私としては公共のサー

ビスを整えるという意味においては、我が家は大

村ケーブルテレビがあるのですが、これは NTTが

だめでも、QTネットがだめでもではなくて、大村

ケーブルテレビはケーブルインターネットなんで

すが、これは大村市が出資している第 3セクター

なのです。ケーブルテレビは先ほど言った、教育

長から提案があってケーブルテレビで授業を作っ

たとか、ケーブルテレビの中には防災の情報、そ

れと偉人の番組、それを提供しているんですね。

だから大村市が出資しているケーブルインターネ

ットというツールがあるのですから、それを活用

してご家庭でインターネットということになれば、

単純にオンライン授業をするだけではなくて、ケ

ーブルテレビから発信される防災情報、郷土愛を

育むような番組、いざという時の広報の手段に転

換されていくと思うので、とは言っても民業圧迫

にならないような、そういったことは考えていか

なえればならないと、コストをかけてご自宅のラ

ンや Wi-Fiを整備していくことになれば、そうい

ったことを自分としては考えていきたいなと、そ

れだけで終わらせるのではなくて、折角だったら

あれもこれも使えるようなものがケーブルインタ

ーネットの中にもあるので、そこら辺でコストを

考えていくかなと、ボヤっと思っているところで

す。 

教育委員 嶋崎 真英 

 ケーブルテレビということでは、長崎ケーブル

メディアが地域 BWA（広帯域無線アクセス）につ

いて、長崎市、長与町、時津町と協定を締結して

います。大村市も防災を含めた公共サービスの点

から、研究・検討されるべきではないかという気

がします。ひいては、それが５G につながってい

くと思います。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。嶋崎委員、今日は他の

会議があられるので途中ですがありがとうござい

ました。 

 自分としては、何が何でもケーブルテレビとい

っている訳ではなくて、折角だったらそういう考

え方も良いのかなと思いました。たまたま今日、

ケーブルさんからいつものテレビ番組表が送って

きたのですが、このくらいの値段なのかと思って

いました。さっき、文科省からの資料に「CASE」

というのがありましたが、これは、「C」が

connected、「A」aoutmomasu 自動運転、「S」が

shareing、「E」が electronic電気自動車、車業界

がこういう風に変わっていっているということで

す。トヨタがモビリティカンパニーに変わると言

っているのは、車を買う人が将来いなくなると、

皆で車をシェアして、乗りたいときに使う、自分

一人で使うのはもったいないから皆で一緒になっ

て使う、そうすれば車を買うお金が個人に発生す

るのではなくて、皆でシェアすると、それで人の

移動が簡単になると、そういう時代になるから車

を売る産業では立ち向かわなくなるというような
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ことをトヨタが考えて、先般 NTTと合同会社を作

って車を走らせる中で人々の動くデータを取って、

このビックデータの中でサービスを提供するよう

な会社に変わると言っているんです。本当にとて

つもない世の中の変化になるので、そういったこ

とを含めて子供たちはイメージして、世の中に出

ていかないと、将来仕事がなくなるかもしれない

ので、どうですか GIGAスクールは、前田委員、保

護者として。 

教育委員 前田 愛 

 私自身が IT機器が得意ではないので、先ほど中

嶋委員が言われたとおり苦手な先生もやっぱりい

るんじゃないかなと思って、先生のサポート研修

はしていただきたいと思うところです。後はケー

ブルテレビで授業があったということは全く知ら

なくて、なぜかといったらケーブルテレビの契約

をやっていないので、結構周りに聞くとケーブル

うちにもないよと言う方がたまたまなのかほとん

どなんですね。休校中にこういうのがあったとい

うのは全く知らなくて、あと eライブラリーは知

っていました。ただ活用出来たかっていうと、出

来ていないです。こういう時代なので昔ながらの

授業ではなくて変わっていくんだろうなとは思っ

ています。 

大村市長 園田 裕史 

 ありがとうございます。本当にうちもケーブル

テレビがついていたから子供も見ていましたけれ

ども、e ライブラリーは本当に恥ずかしながら 1

回もアクセスしたことないんじゃないかなと、本

当に恥ずかしい限りです。ただここから大事なこ

とだと思っていて、知っていてやらないのは駄目

だけど、一番我々として駄目だなと思うのは知ら

せきれていないということで、知っていたら使っ

たのにとか、それは駄目だというか、やっぱり不

足することになるので、そこは教育委員会だけで

はなく行政として周知、広報して進めていかなけ

ればならないということで、この GIGAスクールに

ついては非常に関心が高いし、今後どういう形で

落とし込んでいくのかというのが非常に大切なこ

とだと思いますので、そこら辺を含めて今後また

皆さんから今日はご意見を聞かせていただいたの

で、行政として出来ることを考えていきますので、

教育委員会の中でも揉んでいただいて、是非色々

なことをご議論いただければと思います。時間も

きましたけれども、皆さんから特にないでしょう

か。教育長からないでしょうか。 

教育委員 中嶋 剛 

 ちょっと違う話になりますが、先日の新聞に長

崎大学の件がありました。新学部が移転する計画

をしているということが出ましたけれども、それ

についての進展というのはあるのでしょうか。 

大村市長 園田 裕史 

 5月 22日に西日本新聞さん、5月 23日が長崎新

聞さんに掲載されていますけれども、いずれもあ

の紙面に書いてあるとおり、まだ公にこういうこ

とを進めているとか、こういう段階であるとか、

このぐらいお金が掛かるとかそれを発表するのに

至っていないのが現実です。それぞれの新聞社さ

んで取材をされた中で、色々な方からの情報をも

とに記事が書かれていますので、大学側としても

市としても公式なコメントとしては、長崎新聞さ

んの中にあったように、非公式で議論しているこ

とは確かですが、公に出来る状況にはありません。

今後、出来たら発表しますということなので、私

としても、長崎大学の河野学長にしても、そうい

う認識なので今しばらくお待ちいただければとい

う風に思っております。関心も高いことですし、

特に中嶋委員からもそういうことをやるべきだと

昔から言っていただいていますので、その認識は

十分に持っていますし、長崎新聞にも書いてあり

ますが、私もマニュフェストに掲げていて、何と

か実現できないかということになってきますので、

そういう風に大学誘致ということに取組んでいき

たいと思っておますので、またご報告させていた

だきたいと思います。 

 それでは時間もきましたので、私から進行、司
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会を戻したいと思います。お願いします。 

企画政策部長 渡邉 真一郎 

 それでは次第「4 その他」に移ります。委員の

皆様から何かございませんでしょうか。無いよう

でしたら次回になりますが、8月 19日（水）にコ

ミセン大会議室にて開催予定をしております。協

議内容につきましては、調整をさせていただきま

して、後日ご連絡を差し上げたいと思います。以

上となりますが宜しいでしょうか。それではこれ

を持ちまして令和 2年度第 1回総合教育会議を終

了いたします。本日は誠にありがとうございまし

た。 


